
生
・
労
・
全

航

空

連

合

副

事

務

局

長

玉

那

覇

　

仁

　

航

空

連

合

は

、

航

空

関

連

産

業

で

働

く

仲

間

が

大

同

団

結

し

、

産

業

の

魅

力

向

上

と

基

盤

強

化

に

向

け

て

１

９

９

９

年

�

月

に

結

成

さ

れ

ま

し

た

。

現

在

は

�

組

合

、

組

合

員

４

万

８

３

５

０

人

か

ら

な

る

航

空

労

働

界

を

代

表

す

る

最

大

の

産

業

別

労

働

組

合

で

す

。

■

「

航

空

連

合

ビ

ジ

ョ

ン

」

に

込

め

た

想

い

　

「

航

空

連

合

ビ

ジ

ョ

ン

」

は

、

コ

ロ

ナ

禍

で

非

常

に

厳

し

い

状

況

に

陥

っ

た

２

０

２

１

年

、

「

い

つ

の

時

代

も

社

会

か

ら

必

要

と

さ

れ

、

働

く

仲

間

が

や

り

が

い

を

感

じ

、

誇

り

を

も

っ

て

働

け

る

産

業

」

を

め

ざ

す

と

い

う

強

い

想

い

で

策

定

し

た

も

の

で

す

。

　

こ

の

ビ

ジ

ョ

ン

を

実

現

す

る

た

め

、

産

業

政

策

と

労

働

政

策

の

連

動

に

よ

る

「

圧

倒

的

な

生

産

性

向

上

」

（

＊

）

の

取

り

組

み

に

加

え

、

「

社

会

イ

ン

フ

ラ

」

と

し

て

の

役

割

を

発

揮

し

、

日

本

経

済

・

社

会

を

リ

ー

ド

し

て

い

く

産

業

へ

の

成

長

を

め

ざ

し

て

い

ま

す

。

■

労

働

組

合

の

価

値

と

社

会

性

の

発

揮

　

航

空

連

合

は

、

労

働

組

合

の

価

値

を

「

職

場

の

問

題

や

仲

間

の

悩

み

に

寄

り

添

い

、

そ

れ

を

仲

間

と

協

力

し

な

が

ら

、

み

ん

な

で

解

決

し

て

い

く

こ

と

」

と

考

え

て

い

ま

す

。

そ

の

解

決

策

は

雇

用

の

確

保

、

労

働

条

件

の

向

上

に

加

え

、

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

・

多

様

性

推

進

、

産

業

政

策

実

現

と

多

岐

に

わ

た

り

ま

す

。

　

客

室

乗

務

員

の

職

場

の

声

に

基

づ

く

「

撮

影

罪

」

の

法

制

化

や

、

空

港

グ

ラ

ン

ド

ハ

ン

ド

リ

ン

グ

業

の

多

重

受

委

託

構

造

に

お

い

て

適

正

取

引

を

推

進

す

る

た

め

の

ル

ー

ル

づ

く

り

な

ど

、

そ

の

根

底

に

は

「

自

分

た

ち

の

こ

と

だ

け

で

は

な

く

、

社

会

に

と

っ

て

の

価

値

」

を

提

供

す

る

使

命

が

あ

る

と

考

え

て

い

ま

す

。

　

賃

上

げ

要

求

と

そ

の

実

現

も

、

結

果

と

し

て

社

会

経

済

の

好

循

環

を

生

み

出

す

役

割

が

あ

り

ま

す

。

　

労

働

力

が

不

足

し

な

が

ら

も

、

旺

盛

な

訪

日

需

要

を

背

景

に

、

成

長

の

余

地

が

あ

る

航

空

関

連

産

業

は

「

人

的

資

本

の

か

た

ま

り

」

で

あ

り

、

「

人

へ

の

投

資

」

は

極

め

て

重

要

で

す

。

そ

の

認

識

の

も

と

、

２

０

２

５

年

�

月

に

開

催

し

た

第

�

回

定

期

大

会

で

は

、

中

長

期

的

な

視

点

で

自

分

た

ち

の

あ

り

た

い

姿

の

実

現

に

向

け

た

「

中

期

労

働

政

策

方

針

」

や

「

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

・

多

様

性

推

進

計

画

」

を

組

織

確

認

し

ま

し

た

。

　

航

空

連

合

は

、

産

業

の

持

続

的

な

発

展

と

成

長

に

向

け

て

、

複

雑

化

・

高

度

化

す

る

課

題

に

、

働

く

仲

間

と

一

緒

に

取

り

組

み

を

進

め

て

い

き

ま

す

。

　

こ

れ

ら

の

活

動

の

大

前

提

と

し

て

、

産

業

の

基

盤

で

あ

る

安

全

運

航

の

堅

持

と

安

心

な

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

が

あ

り

ま

す

。

労

働

組

合

の

強

み

で

あ

る

ボ

ト

ム

ア

ッ

プ

機

能

と

横

断

機

能

を

大

事

に

し

つ

つ

、

職

場

の

最

前

線

か

ら

安

全

・

安

心

を

つ

く

り

上

げ

、

産

業

の

さ

ら

な

る

魅

力

向

上

に

つ

な

げ

て

い

き

ま

す

。

＊

職

場

や

企

業

グ

ル

ー

プ

単

位

を

超

え

て

、

航

空

関

連

産

業

全

体

、

地

域

や

空

港

全

体

の

生

産

性

向

上

を

め

ざ

す

取

り

組

み

。


